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菜の花畑の中で（木守）

「こんIこさぬ」読競業言あいさつ
「こりゃ、よっぽど変わりもんやね－」と虫生津の

仲山元夫さん。写真の竹の子、仲山さん宅の竹林（こ生
えていたもので、別に邪魔する物もない所なのに、な
ぜか曲がってしまい、まるであいさつをしているかの
よう。今、役場の窓口に適し1てし1ます。

＝話　　題＝

5つ手のチューリップ
虫生津新屋敷の白木房義さんのお宅て士ま、3

つ子のチューリップが咲いて近所の話題になっ

ています。一本から三個の花が咲いたのと、一

個の球根から三本の茎が出たのと二つ。「何か
もうかったみたいですね」と話す白木さん。

i　＊　今　月　の：

固　定　資　産　説く1期分）

国民健康保険税（1期分）
納　期　5月16日（木）一31日（金）

こ　の　社　会　　あ　な　た　の　税　が　　生　き　て　い　る
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州
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整
斉
を
宣
誓
茎
壷
を
蛋
霊
宝
を
争
豊
斉
を
冬
営

鵬
国
　
民
　
年
　
金
醐

善
書
霊
室
善
意
も
略
せ
蔓
誓
書
宝
貴
意
富
岳
も
ぜ
喧

☆
大
正
1
4
年
生
ま
れ
の
方
へ
　
☆

あ
な
た
は
今
年
で
満
0
0
歳

㊥
㊥
⑪
㊥

地
方
説
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
町
税
条
例
の
一
都
を
改
正
い
た
し
ま
し
た
。
改
正
の
主

な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
、
全
部
か
け
終
っ
て

あ
と
は
六
十
五
積
に
な
っ
て
か
ら
の
老
齢
年

金
を
諦
求
す
る
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
老
齢
年
金
は
六
十
歳
か
ら
六
十
五

報
ま
で
の
間
に
繰
り
上
げ
て
請
求
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
は
あ

い
の
年
金
額
は
、
下
の
表
の
よ
う
に
、
請
求

し
た
と
き
の
年
齢
に
応
じ
て
一
定
の
製
口
で

減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
奮
易
な
気

詩
ち
か
ら
繰
り
上
げ
て
請
求
を
し
ま
す
と
、

将
来
、
本
当
に
年
金
を
必
要
と
し
た
と
き
、

減
額
の
年
金
を
受
け
た
こ
と
を
後
悔
す
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
病
気
等
の
た
め
、

ど
う
し
て
も
年
金
を
必
要
と
す
る
均
合
は
別

と
し
て
、
余
り
早
く
か
ら
年
金
を
受
け
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま
す
。
も
う
一
度

（
請
求
年
数
）
　
　
（
支
∴
飴
　
率
）

よ
く
考
え
て
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
も
繰
り
上
げ
て
請
求
を
さ
れ
る

方
は
、
誕
年
月
に
請
求
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

☆
大
正
9
年
生
ま
れ
の
方
へ
　
☆

あ
な
た
は
今
年
で
満
館
歳

い
よ
い
よ
老
齢
年
金
の
仲
間
入
り
で
す
。
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

誕
生
日
が
来
た
ら
、
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
　
手
続
き
で
不
明
な
点
は
、
役
場
国
保
年
金

を
持
っ
て
、
役
場
年
金
係
で
老
齢
年
金
の
諦
　
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

税
務
関
係
諸
証
明
の

交
　
付
　
は

説
諸
関
係
の
詣
証
明
宙
の
交
付
を
受

け
る
人
は
原
則
的
に
去
人
に
限
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
代
理
の
方
が
交
付

申
請
に
来
る
場
合
は
、
必
ず
委
任
状
も

し
く
は
代
理
権
授
与
通
知
書
が
必
要
で

す。
た
だ
し
、
享
図
、
車
庫
証
明
用
評
価

粧
明
書
、
車
検
用
納
税
証
明
書
は
除
き

ます。

健

康

保

険

日

雇

関

係

事

務

は

役
場
で
行
　
っ
　
て
い
ま
す

こ
れ
ま
で
八
幡
社
会
保
険
部
落
所
で
行
っ

て
い
ま
し
た
当
町
に
居
住
す
る
健
康
保
険
日

雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
郵
務
の
一
部
を
四

月
か
ら
役
額
祉
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
役
場
で
行
う
郵
務

①
　
日
展
特
例
被
保
険
憲
の
交
付
及

び
収
受
な
ど
に
関
す
る
郵
務

⑪
愛
護
叢
書
票
の
発
行
及
び
確
認
の

表
示
な
ど
に
関
す
る
疎
務

⑤
特
別
療
養
費
受
給
粟
の
交
付
な
ど
に

関
す
る
草
薮

⑪
保
険
給
付
（
埋
葬
科
の
支
給
を
除
く
）

を
行
う
た
め
に
必
要
な
保
険
料
の
納
付

状
況
の
確
認
お
よ
び
被
扶
糞
考
の
確
認

に
関
す
る
郭
務

〝
あ
と
で
〟
さ
”
l
●
素
量
灸
の
輪
簾
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園田醒

続
電
器
貝
町
文
轡
丁
散
歩

西
川
を
遡
る
（
Ⅱ
）

芦
屋
町
の
怨
松
墓
地
の
あ
た
り
、
こ
の
ご

ろ
は
大
分
家
が
多
く
な
り
、
防
風
林
も
目
に

つ
く
く
ら
い
疎
ら
に
な
っ
た
。

芦
屋
か
ら
若
松
へ
通
じ
る
こ
の
道
は
、
守

田
土
手
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
い
つ
の
頃
か
守

田
某
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
か
聞
く
。
以
前

は
こ
の
道
の
両
側
に
芦
が
茂
っ
て
、
少
し
前

を
ゆ
く
人
の
姿
も
見
え
な
い
種
だ
っ
た
が
、

こ
の
頃
は
す
っ
か
り
刈
り
込
ま
れ
、
晴
々
と

し
た
景
色
に
な
っ
た
。

昔
、
堂
塔
寺
が
あ
っ
た
処
と
伝
え
ら
れ
る

木
立
の
中
に
は
、
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
香
煙

か
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
馨
委
員
会
の
史
顔

を
書
い
た
標
も
、
錆
び
た
り
墨
が
薄
く
な
っ

た
り
し
て
判
読
し
に
く
い
処
も
あ
る
。

十
段
ほ
ど
石
段
を
登
り
、
大
師
さ
ま
に
手

を
合
わ
せ
る
と
、
一
輪
の
落
ち
椿
が
脊
索
の

こ
し
て
、
賽
の
終
り
を
告
げ
る
よ
う
に
思
わ

れる。肋
の
よ
う
に
露
わ
な
木
の
根
を
踏
ん
で
、

お
堂
の
表
に
廻
る
と
白
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

囲
わ
れ
た
、
目
洗
い
井
声
に
出
る
。
こ
こ
か

ら
西
の
方
に
み
え
る
丘
は
、
朝
日
長
者
が
住

ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
、
月
軒
屋
敷
の
跡
が

あ
る
。
先
年
の
調
査
で
、
瓦
や
土
器
な
ど
が

出
土
し
た
と
の
こ
と
。
長
者
の
娘
が
眼
を
病

み
、
こ
の
井
声
の
水
で
洗
う
と
、
た
ち
ま
ち

快
癒
し
た
と
の
言
い
伝
え
は
、
あ
ま
り
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

目
洗
い
井
戸
を
覆
う
よ
う
に
大
き
な
樹
が

ま
だ
冬
木
の
ま
ま
の
姿
で
あ
た
り
の
景
色
と

調
和
し
て
そ
び
え
て
い
る
。

定
を
返
し
て
元
の
西
川
端
に
出
る
と
、
目

の
前
に
島
津
橋
が
親
し
い
影
を
水
に
流
し
て

い
る
。
そ
の
う
し
ろ
に
黒
々
と
あ
る
の
は
、

淫
〔
復
円
の
丸
山
台
塙
の
丘
で
あ
る
。
そ
の

一
角
に
は
伊
豆
神
社
の
鳥
居
が
昼
の
陽
に
光

っ
て
、
あ
た
り
の
家
々
を
見
下
ろ
し
て
い
る

よ
う
で
、
春
に
向
っ
て
せ
わ
し
く
な
る
前
の

静
か
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

わ

た

し

を

泣

か

せ

な

い

で

＾
自
然
公
園
＞

自
然
公
園
利
用
の
　
マ
　
ナ
ー

0
ゴ
ミ
や
空
き
缶
は
必
ず
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い

も
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

堂
塔
寺
の
本
堂
が
落
援
し
て
、
木
立
の
中

に
新
し
い
が
ら
ん
が
見
え
る
。

こ
の
あ
た
り
は
中
世
の
こ
ろ
、
島
津
か
ら

若
松
へ
渡
る
道
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
ま
た
橋

の
出
来
る
前
に
は
渡
舟
が
あ
り
、
そ
の
跡
も

残
っ
て
い
る
。
霞
や
ま
こ
も
の
枯
れ
株
の
元

に
は
、
う
ず
み
ど
り
の
若
芽
が
生
え
そ
め
て

水
際
を
明
る
く
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

若
松
の
田
圃
に
古
川
と
よ
ぶ
と
こ
ろ
が
あ

り
、
古
老
の
話
で
は
、
古
川
は
洪
水
の
と
ぎ

水
が
溢
れ
る
こ
と
が
い
つ
も
の
こ
と
で
、
そ

の
た
び
に
砂
が
流
れ
こ
ん
で
、
排
水
が
あ
る

く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
賞
塔
寺
の
丘
も
背
は

島
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

昔
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
聞
く
こ
と
は
、
楽

し
い
こ
と
で
想
像
の
世
界
が
果
し
な
く
広
が

る
思
い
だ
っ
た
。

（
片
山
花
御
史
）

わ
た
し
＜
自
然
公
園
＞
の
一
番
の
苦
手
は

ゴ
ミ
や
空
き
缶
で
す
。
美
観
を
揖
ね
る
の
は

も
と
よ
り
、
悪
臭
を
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

。
そ
れ
よ
り
も
い
や
な
の
が
、
生
ゴ
ミ
が
わ

た
し
に
及
ぼ
す
悪
影
響
で
す
。

一
つ
の
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で

町
の
中
に
住
ん
で
い
た
ネ
ズ
ミ
や
カ
ラ
ス
が

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
格
好
の
エ
サ
と
し
、
ど

ん
ど
ん
集
ま
り
、
わ
た
し
の
大
切
な
草
花
を

傷
つ
け
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
長
い
年
月
を
か
け
て
で
き

た
自
然
の
秩
序
（
生
態
系
）
が
破
顕
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。

現
在
、
国
立
公
園
に
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
は

一
年
間
に
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
二
万
五
千
台
分

（
五
万
ト
ン
）
に
も
及
び
、
そ
の
処
理
に
は

多
く
の
人
手
と
墳
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

美
観
を
保
ち
、
自
然
を
保
護
す
る
た
め
に

e
軸
物
を
摘
ん
だ
り
、
折
っ

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

花
が
咲
き
乱
れ
る
風
景
－
わ
た
し
の
誇

れ
る
風
景
の
一
つ
で
す
。
そ
の
美
し
き
に
思

わ
す
手
が
出
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
摘
み
た

い
気
持
ち
を
抑
え
て
、
見
て
楽
し
む
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
高
山
植
物
な
ど
で
す

と
、
繁
殖
力
も
弱
く
、
掴
ん
で
し
ま
う
と
生

え
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

e
歩
い
て
自
然
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い

自
然
を
楽
し
む
基
本
は
歩
く
こ
と
だ
と
い

わ
れ
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
わ
た
し

を
満
喫
し
て
い
る
と
、
今
ま
で
気
つ
か
な
か

っ
た
新
し
い
両
者
発
見
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

んよ。

史
蹟
め
ぐ
り
の
ご
案
内

－
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
－

▽
日
　
時
　
5
月
ュ
5
日
（
水
）

8
時
中
央
公
民
館
前
出
発

1
8
時
帰
着
予
定

▽
行
先
熊
本
県
菊
池
川
流
域
、
玉
名
市

周
辺
、
田
原
坂
（
西
南
役
の
旧

踵
）
、
誕
生
寺
奥
の
院
（
世
界

一
巨
大
釣
鐘
）
、
民
家
村
、
船

山
古
墳
他
多
数
の
古
墳
群

▽
費
　
用
一
二
千
円

▽
定
員
　
二
十
五
名

▽
申
込
先
忠
生
津
水
口
　
孝
行

＄
（
2
9
3
）
1
5
3
9
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▽　▽
由　会

莞毀

優勝した浦本小Bの選手達

少
年
卓
球
教
室
を

開
き
ま
す

▽
日
　
時
　
5
月
1
8
日
（
土
）
か
ら
毎
週
土

曜
日

ュ
7
時
5
0
分
～
1
9
時

▽
場
　
所
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
対
　
象
　
町
内
の
小
学
三
年
⊥
ハ
年
生

▽
料
金
　
月
三
百
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料

など）

▽
申
込
先
痕
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ

手
話
教
室
を開

い
て
い
ま
す

昨
年
十
一
月
一
日
か
ら
本
年
三
月
ま
で
手

話
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
勉
強

を
し
よ
う
と
、
四
月
か
ら
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

飾
、
諾

▽
日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
木
悶
日

1
9
時
～
如
時
5
0
分

▽
場
所
中
英
公
民
館
語
義
室

▽
諸
　
姉
　
聴
覚
障
害
者
代
表
－
尾
上
保
靂

少

年

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

教

室

を

開

き

ま

す

○
広
渡
小
学
校
区

6
月
8
日
（
土
）
、
6
月
9
日
（
日
）

6
月
1
5
日
（
土
）
、
6
月
2
2
日
（
土
）

▽
勘
所
広
渡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
島
田
小
学
校
区

6
月
2
3
日
（
日
）
、
6
月
2
9
日
（
土
）

6
月
5
0
日
（
日
）
、
1
月
6
日
（
土
）

▽
場
　
所
　
島
門
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
浅
木
小
学
校
区

1
月
1
3
日
（
土
）
、
7
月
ュ
4
日
（
日
）

7
月
初
日
（
土
）
、
1
月
2
1
日
（
日
）

▽
場
　
所
　
浅
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
時
　
間
　
土
曜
日
は
1
4
時
～
1
6
時

日
間
日
は
1
0
時
～
ュ
2
時

▽
対
∴
象
　
小
学
生
（
特
に
低
学
年
、
初
心

者）

▽
料
金
　
三
百
五
十
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料）

▽
申
込
締
切
日
　
5
月
2
5
日
（
土
）

▽
申
込
先
　
社
会
教
育
課
体
育
係
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
内
）
　
衝
（
2

9
3
）
5
4
3
4

先
生

月
百
円
（
資
料
代
な
ど
）

教
育
委
員
会
内
　
田
申
幸
男

節
（
2
9
3
）
1
3
5
5

ま
た
は
、
当
日
甫
嶺
会
場
へ
。

国
民
金
融
公
底
融
資
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

○
融
資
額
　
二
千
五
百
万
円
以
内
　
　
　
　
○
利
率
年
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

（
特
定
の
使
途
に
か
か
る
設
備
　
○
返
済
元
金
均
等
払
い
ま
た
は
、
元
利

資
金
は
三
千
五
百
万
円
以
内
）

○
融
資
期
間
運
転
資
金
　
五
年
以
内

設
備
資
金
　
十
毎
以
内

均
等
払
い
。

詳
細
は
、
国
民
金
融
公
庫
八
幡
支
店

舘
（
6
4
1
）
1
1
1
5
へ
ど
う
ぞ
。

次
は
、
「
少
女
バ
レ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
で
優
勝
だ
／
」
と
た
だ
今
元
気

い
っ
ぱ
い
、
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
毎
週
火
暇
、
木
雌
、
土
轍
の

三
日
間
練
閏
を
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

選
手
が
ぎ
り
ぎ
り
し
か
い
を
い
た
め
、

指
導
さ
れ
て
い
る
内
村
、
鶴
田
両
先
生

の
お
話
で
は
、
樽
に
囲
年
生
の
入
部
を

待
っ
て
い
ま
す
と
の
こ
と
で
す
。
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優勝の東和苑チーム

東和苑

今古賀　広別　府

誓言離器
2222　　　222　　222

0000　　　000

遺斬新述∴∴∴蓄中音
賀　常∴松央援
用町町Iii

㊨

三㌢∴法器裟誓

第
三
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

一
。
有
段
を
目
指
し
て
〇
一

決
意
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
　
予
載
リ
ー
グ

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
結
果

㊧
東
和
亮
チ
ー
ム二連覇
成
る
／

四
月
十
四
日
、
勤
労
老
体

育
セ
ン
タ
ー
と
遠
賀
南
中
学
校
で
、
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
鮨
技
が
開
催
さ
れ
、

東
和
苑
が
昨
年
に
続
き
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
十
三
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
予
戦
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
と
、
ど
の
武
舎
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

菟
東
和
鈍
2
－
0
洩
∴
水

和
蚊
利
発
2
i
O
血
生
沸

東
減
　
水
2
－
0
虫
生
鴻

渡

0
松
ノ
本

0
士
別
府

0
士
別
的

出
題
　
九
段
　
武
宮
　
正
樹

自
失
コ
ウ
　
3
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
　
ダ
メ
ゾ
マ
リ
を
避
け覇

出
髄
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
↓
i
U
を
活
雄
さ
せ
て
く

だ
さ
い

1
0
分
で
4
緩
、
5
分
で
初
段

欝
勘
　
合

二
　
二
一
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

た
だ
今
サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
始
ま
る

「
い
く
わ
よ
～
部
ゐ
診
9
」

テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）
が
開
か
れ
て
い
ま
す

四
旦
一
十
日
か
ら
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
暖
か
い
時
期
に
サ

㊥
－
諾
彊
彊
彊

ヽ
」
′
少
年
達
の
間
で
は
マ
ン
ガ
の
彰
製
で
し

町
内
の
小
学
生
四
十
名
が
広
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
れ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
五
月
十
八
日
ま
で
開

か
れ
、
そ
の
後
は
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
と
し
て
続
け
て
い
き
ま
す
。

図
四
月
－
千
一
日
か
ら
毎
週
白
地

日
十
五
回
コ
ー
ス
で
、
総
合
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
使
い
、
テ

ニ
ス
（
硬
式
）
教
室
が
開
か
れ
て

い
ま
す
二
千
五
名
の
受
薄
着
の

み
な
さ
ん
は
コ
ー
チ
の
指
導
の
も

と
、
熱
心
に
練
習
に
は
げ
ん
で
い

ます。

（
寓
糖
質
日
義
）
　
〇
日
併
壱
ノ
　
可
ゆ
ノ
ー

〓
園
．
∽
言
五
′
　
∞
　
言
希
．
冨
蓋
．
－
i

樹
．
書
記
ノ
ユ
日
や
叫
へ
①
≠
譜
さ
。

（
濃
疲
）
　
書
中
l
 
i
宙
責
∞
目
す
ト
㌢
す

け
～
－
べ
蕊
卦
雪
三
洋
ま
ぶ
二
二
㌢
や
＞
0
　
む
ご

さ
C
も
－
　
嘗
忌
∴
二
㌧
〔
打
へ
S
も
三
十

へ
二
こ
〇
分
小
二
、
（
逮
【
‥
十
か
｝
）
こ
ぺ
＋
。



高三∴
浅木620番地の58

安永　　愛ちゃん

（蕎麦さんの長女）
昭和59年9月3日生

私は、とってもオテンバな女
の子です。このごろハイハイが
できるようになって悪相ばかり
してパパとママをいつもこまら
せているの。だけどいたずら大
好き〝

別府3614番地

案　　夏繊ちゃん

（詔学さんの三女）
昭和59年8月19日生

こんにちは、受給です。
今、ハイハイのおけいこをして
います。お姉ちゃんたちがおし
えてくれるけどよくわかんない
でも、はやくおもちゃがとれる
ようになりたいなあ。

6 日 ��6 月 ��6 日 �5 月 ��5 日 �5 日 �5 日 ��5 月 �5 日 ��5 月 23 ��5 円 �5 円 ��鱈l 

10 日 ��5 日 ��3 日 �31 日 ��29 日 �28 日 �27 日 ��25 日 �24 日 ��日 ��21 日 �16 rI ��＝ 対 

伯） ��（杓 ��（刷 別 府 �（金 ��（水〉 木 �恢） �（月） ��（i〕 東 �（釣 ��（杓 ��（火） 松 ノ �（杓 

新 町 �，遊 撃 川 �上 別 府 �若 菜 ．▲ヽ lコ ��芙 �西 町 ��A �東 町 �虫 生 津 ��老 �浅 水 �広 波 中 央 �旧 館 ��尾 �鬼 津 

千 代 丸 �蓉 ��守 �古 賀 ���和 苑 �良 ����本 線 光 苑 �崎 ��象 区 

13 30 �9 30 ～ 11 �13 30 I 15 30 �10 30 �9 30 �15 00 �13 30 �10 30 �13 30 �13 30 �9 30 I ll �9 30 �13 30 〉 15 �9 30 �13 30 I 15 30 広 波 公 民 館 �9 30 I ll �9 00 �13 30 �9 30 I ll �時 間 

l 15 30 ���I ll �1 15 �I 15 �I 14 �I 15 30 �1 15 �1 15 ��～ ll ��I ll ���1 15 �I 15 

30 ��30 �30 遠 賀 中 学 校 �30 �30 西 町 公 民 館 ��30 今 古 賀 公 民 館 �30 �30 虫 生 津 公 民 館 �30 �30 老 良 公 民 館 �30 ��30 �30 松 ノ 本 公 民 館 �30 �30 鬼 津 公 ，民 館 

公 民 館 別 館 ��上 別 府 公 民 館 ���芙 蓉 ��木 守 ��東 町 ��東 和 苑 ��治 水 ��旧 傍 ��尼 崎 ��鳩 

集 会 重く 拐 ��公 民 館 ��公 民 館 ��公 民 館 ��公 民 館 ��公 民 館 ��公 民 館 ��所 

礎
擬
董
衛
嚢
農
諾
鷲

住
民
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

日
　
5
月
2
0
日
（
月
）

聞
　
9
時
5
0
分
か
ら
如
時
5
0
分
の
問

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
3
～
6
カ
月
児

▽
持
参
晶
　
母
子
手
脹

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
の
測
定

離
乳
食
な
ど
の
相
談

▽
料
金
無
料

な
お
、
生
後
四
カ
月
か
ら
六
カ
月
児
の
幼

児
で
、
ま
だ
神
経
芽
細
胞
腫
（
小
児
ガ
ン
）

の
検
査
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
当

日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

五
月
±
二
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
票
は
、
区
長
を
通
し
て
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
検

診
余
地
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
割
り
当
て
日
以
外
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

窯
擬
捉
繚
慾

5
月
5
0
日
（
木
）

受
付
ュ
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
－

中
英
公
民
飽

満
3
歳
を
超
え
、
涌
4
態
に
達

し
な
い
幼
児

母
子
手
帳

無
料

受
付
は
午
前
は
日
時
如
分
ま
で
牛
後
は
1
時
0
0
分
か
ら

結
核
死
亡
者
教
　
（
昭
和
5
4
年
～
5
8
年
ま
で
の
五
年
間
）

○
遠
賀
町
で
は
七
名

○
福
岡
県
で
は
一
、
五
九
六
名

○
全
国
で
は
三
二
、
四
七
九
名



第362号

●尾てい骨の上部　　　機向き（こ寝る習慣がある場合i
●けんこう骨の付近

：親袈〔≧∈≡≡三重㌣
●肩や腰の骨が当たる髄分　l
●ひざ同士がすれ合う部分　　－
●ひじ．くるぶし、手の甲、1

日の後ろなど

床ずれのできやすい部分

軌へ
の

心
筋四境）7（

鰭
｛
鵠
萩
争
議
法

床
ず
れ
は
体
の
一
部
分
の
組
織
に
血
液
が

通
わ
な
く
な
り
、
栄
養
が
不
足
し
て
組
織
が

崩
れ
て
い
く
状
態
で
す
。
主
な
原
因
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

I
原
二
田
〝
ど
ー
／
予
∵
肪

〔
同
じ
姿
舞
で
轟
く
寝
て
い
る
〕

同
じ
姿
勢
で
長
時
間
寝
て
い
る
と
、
体
の

重
み
で
、
特
に
骨
ば
っ
て
い
る
部
分
は
血
液

の
循
環
が
恐
く
な
っ
て
、
床
ず
れ
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
う
っ
血
牲
肺
炎

を
記
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
寝
た
ぎ
り

の
お
年
寄
り
の
袈
口
は
、
少
な
く
と
も
一
、

二
時
間
こ
と
に
手
足
の
位
櫨
や
体
位
を
い
ろ

い
ろ
変
え
て
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔
排
せ
つ
物
な
ど
で
皮
膚
が
汚
れ

て
い
る
〕

い
つ
も
皮
膚
を
清
潔
に
－
。
汗
を
か
き

や
す
い
所
や
、
汗
を
か
い
た
部
分
の
手
入
れ

を
念
入
り
に
し
ま
す
。

排
せ
つ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
と
肌
を
お

湯
で
ふ
き
、
そ
の
後
、
乾
い
た
布
で
ふ
き
ま

す
。
尾
て
い
骨
の
上
部
は
、
で
き
れ
ば
、
さ

ら
に
パ
ウ
ダ
ー
を
つ
け
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
お
く
と
効
果
的
で
す
。

〔
栄
養
状
機
が
悪
い
〕

寝
た
ぎ
り
の
状
態
が
続
く
と
、
全
身
の
具

合
が
悪
く
な
っ
て
食
欲
が
落
ち
、
そ
れ
が
い

っ
そ
う
全
身
の
蕃
弱
に
拍
車
を
か
け
る
と
い

う
悪
循
環
が
生
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、
栄
養
状

態
が
悉
く
な
っ
て
床
ず
れ
が
邁
き
や
す
く
な

る
の
で
す
。

栄
養
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が
大
詰

で
す
が
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
A
、
B
、
C
が
欠

乏
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
タ

い
た
り
、
あ
る
い
は
寝
ま
き
の
縫
い
目
や
シ

ワ
で
皮
膚
が
こ
す
れ
た
り
す
る
の
も
、
床
ず

れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

朝
、
夕
は
必
ず
ベ
ッ
ド
を
壁
と
ん
し
て
パ

ン
く
ず
や
ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除
き
、
シ
ー
ツ

を
ピ
ン
と
張
っ
て
お
き
ま
す
。

寝
ま
き
は
、
背
ぬ
い
の
な
い
も
の
を
。
ま

た
、
シ
ー
ツ
や
寝
ま
き
は
、
の
り
を
つ
け
な

い
の
か
原
則
で
す
。

へ
手
二
当
一
、
て
】

床
ず
れ
は
、
で
き
や
す
い
部
分
（
図
参

照
）
が
ポ
ッ
ン
と
赤
く
な
る
の
か
最
初
の
兆

候
で
す
。
こ
の
段
階
で
完
全
に
治
し
て
し
ま

わ
な
い
と
次
々
に
ひ
ど
い
状
態
に
な
り
、
つ

い
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

赤
く
な
り
か
け
の
と
き
は
、
次
の
よ
う
な

手
当
て
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
豹
め
の
湯
で
タ
オ
ル
を
し
は
り
、
こ
す
ら

ず
、
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て
ふ
き
、
パ
ウ
ダ

ー
を
ふ
っ
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
の
あ
と
血

行
が
よ
く
な
る
よ
う
、
手
の
ひ
ら
で
滑
ら
か

に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

そ
の
部
分
に
直
接
布
団
な
ど
が
当
た
ら
な

い
よ
う
、
パ
ッ
ド
を
当
て
ま
す
。

☆
ガ
ラ
ス
越
し
に
床
ず
れ
の
部
分
を
日
に
当

て
、
十
分
－
三
十
分
程
度
日
光
浴
さ
せ
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

☆
温
風
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
肌
か
ら
三
、
四
十

セ
ン
チ
旅
し
、
円
を
描
く
よ
う
に
当
て
ま

す
。
血
行
を
よ
く
し
、
湿
り
を
防
ぐ
効
果
が

あ
り
ま
す
。

床
ず
れ
の
予
防
と
手
当
て

体
の
向
き
を
変
え
て
あ
げ
る

避
妊
の
話
0
0

折
尾
田
中
産
婦
人
科
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

ン
バ
ク
垣
に
富
ん
だ
金
口
的
（
魚
、
肉
、
卵
、

乳
製
品
、
大
豆
製
品
）
も
欠
か
さ
す
に
。

食
欲
が
わ
く
よ
う
に
調
理
や
盛
り
つ
け
に

気
を
配
り
ま
す
。
ま
た
、
消
化
力
が
低
下
し

て
い
る
と
き
は
、
細
か
く
刻
ん
だ
「
刻
み

食
」
か
ミ
キ
サ
ー
で
砕
い
た
「
ミ
キ
サ
ー

食
」
な
ど
を
試
し
て
み
ま
す
。

〔
寝
具
や
嚢
ま
き
に
向
田
が
あ
る
〕

寝
具
や
寝
ま
き
が
固
す
ぎ
た
り
、
湿
っ
て

軽
口
避
妊
薬
（
ピ
ル
）
は
、
正

し
く
使
え
ば
安
全
な
方
法
で
あ
る

が
、
緯
別
の
体
質
と
慢
性
病
の
あ

る
人
は
、
避
け
た
方
が
よ
い
と
言

う
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
ピ
ル
の
使
用
を
中
止
し
た
場

合
、
ま
た
元
の
正
絹
な
機
能
を
回

復
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ビ
ル
は
、
排
卵
を
抑
制
し
て
避
妊
効
果
を

上
げ
る
楽
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
不
安
が

起
こ
る
の
は
当
然
で
す
。

ま
ず
、
妊
娠
能
力
が
据
わ
れ
な
い
か
と
い

う
問
題
で
す
が
、
健
康
な
婦
人
で
は
、
毎
月

左
右
の
卵
巣
か
ら
交
互
に
排
卵
が
あ
り
、
そ

の
結
果
月
経
が
遍
こ
る
わ
け
で
す
。
排
卵
を

知
る
方
法
と
し
て
、
襲
、
卵
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
基
礎
体
温
曲
線
と
言
い

ま
し
て
、
毎
日
早
朝
の
体
温
毒
口
膣
で
測
っ

て
曲
線
を
作
る
と
、
排
卵
の
有
無
、
時
期
、

卵
の
健
否
が
推
測
さ
れ
る
便
利
基
方
法
が
あ

り
ま
す
。

ピ
ル
の
使
用
を
中
止
し
た
百
二
十
七
人
に

つ
い
て
基
礎
体
温
由
縁
で
調
査
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
八
十
一
人
が
排
卵
を
認
め
、
残
り
の

四
十
六
人
は
無
排
卵
月
経
（
月
経
は
起
こ
る

が
、
排
卵
雇
わ
な
い
た
め
不
妊
の
原
因
に

な
り
ま
す
）
で
し
た
が
、
次
々
国
の
月
経
で

は
排
卵
を
伴
う
正
常
の
月
経
に
変
わ
り
ま
し

た
。
従
っ
て
、
ピ
ル
に
よ
り
、
能
力
が
阻
害

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
つ
つ
く
）



下 照の趨葉蘭重要語裏書
日南 ��行　　事　　内　　容 �時　　間 �実施会場i担当係名 ��目的や主な対象など �詳　細 

（ ／29 �（ 土 �日本脳炎予防接種 �各医院の診癒時間内 ��保健衛生係 � � 

16 �木 �結核レントゲン検診 � �藷巨億衛生係 ��鬼津 �6ページ 尾崎 

寿　大　学　開　校　式 �10‥00一　世公民館i社会輔係 ���受話申込者 � 

1年 ��「豊かな心をもつ青少年 の育成」町民大会 �13：30－ �中央輔車舐 ��町民のみなさん 　ご参加ください �チラシを 参　照 

19 �日 � �9：00－ �努雪中体育係 �� �前号 5ページ 

20 �月 �乳　　児　　相　　談 � �鰯観望匡衛生係 ��生後3－6カ月児 �6ページ 

21 �火 �鮨核レントゲン検診 � �松ノ木公民館巨艦係 ��松ノ本・緑光苑 �6ページ 

22 �水 �妊　　婦　　相　　談 �13‥30一　世公民館匡衛生係 ���貧血予防料理実習 妊産婦 �6ページ 

23 �木 �結核レントゲン検診 � �豊藩i保健衛生係 ��旧停 �6ページ 広渡・中央 

念記譜）合同相談 � �公理別館i福祉係 �� � 

24 �金 �結核レントゲン検診 � �藷匡衛生係 ��浅木 �6ページ 
老良 

25 �土 �結核レントゲン検診 �9：30－11：中和苑公民館i保健衛生係 ���東和苑 �6ページ 

15：00－ �中央公民年会教育係 ��子ども全役員 16時30分終了予定 � 

26 �日 � �9：00・－ �鵜坤体育係 ��申込者のみ �前号 12ページ 

27 �月 � � �善感保健衛生係 ��虫生津 �6ページ 
東町 

28 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30－ �役嫌蝿匡縫係 ��母子手帳交付 妊産婦 �6ページ 

結核レントゲン検診 � �今古賀公民館国縫係 ��今古賀 �6ページ 

29 �水 �話核レントゲン検診 � �一木守公民館匡衛生係 ��木守 �6ページ 

30 �木 �三　歳　児　検　診 � �中央公民引保鯛生係 　」 ��3翁－‘日義未満児 �6ページ 

31 �金 �箔核レントゲン検診 � �i藷匡雑係 ��西町 �6ページ 
芙蓉 

31 （ 6／5 �金 （ 水 �三謡混合予防接辞 申　込　み　受付 �8：30－17‥00陸生乱雑衛生係 ���即鑑持参のこと �前号 8ページ 

圏　危険物頂扱者試験が行われます　圏

＞試験日　6月16日（日）

＞試験穏類　乙種（第1・2・3・4類）、丙種

＞試験場　北九州大学

D頭書受付腸所　北九州市消防局

＞願書受付日　5月21日・22日

受験蝉傭講習会が6月7日（金）に中間勤労青少年ホー

ムであります。遠賀郡消防本部で6月6日まで受付けてい

ます。

詳細については、遠賀郡消防本部予防係街（293）12

31へどうぞ。


